
水 産 の 窓 

令和６年のアワビ漁況 

１．令和６年の漁模様 

本県のアワビ漁は６～10月にかけて、主に素潜りで行われます（10月は特別採捕許可によ

る操業）。今漁期の漁獲量は 17.7トンで、前年を大きく上回りました（前年比 153％、図

１）。１日あたりの漁獲量（kg/日）は前年並の 95.8kg/日となりました（前年比 106％、図

１）。昨年は一時的に漁獲量が減少し、資源状況の悪化が危惧されましたが、今年は「昨年よ

り貝が多く見える」「昨年よりも肉厚」といった漁業者の声が聞かれました。一方、今年は８

月以降、相次ぐ台風や濁りの影響で操業できない日が多く、操業日数は６、７月に極端に偏

る結果となりました（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．種苗放流の効果 

本県のアワビ資源は天然と人工種苗（放流

貝）が由来となっており、毎年約 24～30万個

の人工種苗が放流されています。人工種苗の

アワビは殻の頂点付近（若い頃の殻）が緑色

で、天然貝と見分けることができます（図３）。 

水産試験場では、毎年漁獲されたアワビに人

工種苗がどの程度含まれているかを調査して

います。今年の人工種苗の割合は 5.6％で、低

かった昨年よりさらに減少しました（前年比

42％、図４）。ただし、上述のとおり８月以降

はほとんど操業がなく、昨年に比べると標本

数が少なかったことから、本当に人工種苗の

割合が減少しているのか、今後検証する必要

があります。 

 水産試験場では、アワビ資源の維持・増大を

図るために必要な調査や分析を実施し、適切な

資源管理をサポートできるよう引き続き取り

組んでまいります。 
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図３．天然と人工種苗の見分け方．人工種苗は矢印で示

す殻の頂点付近が緑色になっている． 

図４. 漁獲物に占める人工種苗の割合と種苗放流数

の推移．放流種苗の漁獲は放流から約 3 年後

以降となる． 

図１. 茨城県におけるアワビ漁獲量と１日あたり 

   漁獲量の推移 
図２. アワビ漁業の月別操業比率 

【次回予告】令和６年 12月 13 日発行の水産の窓は「令和６年 12月の海況と今後の予測」を予定しています。 

（定着性資源部 多賀 真） 


